
2B4 関係者間のドメインオ フ シンキングの 抽出とそれによる 
ドメインオフコンセンサス 形成の新手法 

0 江崎 通産 ( 東京工業大学 ) 

Ⅰ l 本稿は先に発表した「参加者の 創造性を引き 出す研究、 開発、 具体化の方 

法 ( デザイン・ツー・カストマニーズ ) OTCN 手法」 [1] の中の P M D ( 目的と手段 

の ダイヤグラム ) 手法を使って 得られる「関係者のドメイン・オプ・シンキンバ 
の抽出とそれによるドメイン・オブ・コンセンサスの 形成をする方法」とその 具 

休 例を示すものであ る ( 本稿の詳細論文は 研究、 技術計画学会誌に 掲載予定 ) 

2 . 図 「は「助かるはずのものを 助ける」のキーワードを 実現する現在の 救命 

救急 士 制度創設のきっかけ 作りの一つとなった へ リコプタ一による 救急医療制度 

を作るため昭和 5 9 年当時の行政の 担．肖者と作成した P M D であ る。 

3 . 図 2 は、 複雑なシステムの 設計の初期に 設計者がよく 陥る「どちらを 先に 

決めれば良いかの 思考」 「それをどこからどのように 検討すればよいか」の ヵオ 

ス から抜け出すため、 航空機設計初期の 技術者集団で 作った P M D であ る。 

4 , これらの P M D はいずれも関係者で 決めたテーマに 対して Ⅱ ) 「要するに 

われわれはそれで 何をしよ う と しているのか」、 (2) 「要するに何をしさえすれ 

ばよいのか」の 二つの質問をして、 その質問に対して 心の中で考えられる 答を全 

部 書き出してカード 化して、 それを上から 下へ目的と手段の 関係に並べ、 商に 不 

足する表現があ る % 台にはそれらを 追加して完成したものであ る。 これらの P M 

D を作成するために 要する時間は 相当複雑なものでも 2 ～ 3. 5 時間でできる。 

5 . この関係者の 心の中にあ るものを全都書き 出すというルールと、 その内容 

を ヵ一ドの 一対比較をしながら 一枚残らず目的と 手段の関係に 並べる P M D を 作 

る 作業を通して 関係者のドメイン・オプ・シンキンバ ( 考えていることの 境目 ) の 抽出と同じ意思。 決定をするためのドメイ ン オ フ ・コンセンサスが 得られるこ 

とができる ( この意思決定のメカニズムについては 参考文献 ( 1) を参照されたい ) 

図 3 は P M D 手法を MICR0S0 Ⅱ 目 N00 Ⅱ V3. 1 に 域 せた英語ソフト 版の画面の 一 

側 であ る。 これにより ①ノウハウの 蓄積 ②ノウハウの 比較 ③ 億 れたところ 

にいる人の間でのドメイン・オプ・コンセンサスの 形成 が 侍 られるようになる。 

6 . 図 4 は手法の考察としてなぜ 目的と手段の 関係を上から 下へ作ると微妙な 

目的と手段の 関係が見え、 左右に並べるとそれが 見えなくなるかの 実例を同じ 内 

呑め P M D を g0 。 、 180 。 、 270 。 回転させて示したものであ る。 この比較から、 

例えば正規の P M D のプロック N0. 8 と 9 の関係で意思決定の 真意が示されるが、 

90 。 回転させた P F R T 型の表現ではそのプロック N0. 8 と 9 の 頂 序を逆にして 
もたいしてあ かしいとは感じなくなるので、 その真意とする 目的と手段の 関係が 

P F R T 型では見えなくなることがわかる。 

7 . 表 「は P M D を g0 。 、 180 。 、 270 。 回転させたパターンの 手法を P M D 手 

法 と対比させ、 それぞれの特はを 比較した表であ る。 
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